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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 46,621 △5.0 2,606 － 3,081 － 1,869 726.5
2024年３月期第３四半期 49,051 △14.3 △611 － 24 △99.8 226 △97.1

(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 1,795百万円(△15.7％) 2024年３月期第３四半期 2,130百万円(△76.8％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 32.53 －
2024年３月期第３四半期 3.94 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第３四半期 125,887 66,484 51.5 1,129.43
2024年３月期 125,302 65,578 51.1 1,114.07

(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 64,894百万円 2024年３月期 64,006百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 7.00 － 7.00 14.00
2025年３月期 － 8.00 －
2025年３月期(予想) 8.00 16.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 63,400 △2.1 3,800 － 4,400 － 2,850 － 49.60

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 社（社名） 、除外 社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 57,546,050株 2024年３月期 57,546,050株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 88,481株 2024年３月期 93,207株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 57,455,163株 2024年３月期３Ｑ 57,452,906株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な

要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、【添付資料】3ページ「連結業績予想な

どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果により緩や

かな回復基調にあったものの、依然として厳しい状況にありました。海外においても、欧米の高い金利水準や中国

不動産市場の停滞に伴う景気の下振れリスク、物価上昇、米国の政策動向、中東地域をめぐる情勢、金融資本市場

の変動等に留意する必要があり、先行き不透明な状況が続きました。

このような事業環境のもと、当社グループは積極的な営業活動を推進してまいりましたが、主に精密化学品事業

部門や基礎化学品事業部門が減収となったため、当第３四半期連結累計期間の売上高は、466億21百万円と前年同期

に比べ24億30百万円、5.0％の減少となりました。損益につきましては、経常利益30億81百万円、親会社株主に帰属

する四半期純利益18億69百万円となりました（前年同期は、主に電池材料において原材料価格の高騰を受けた在庫

残により売上原価が高止まりしたこと、さらに販売価格の低下も反映した棚卸資産評価損を計上したことにより、

経常利益24百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益２億26百万円）。

セグメント別の概況は、次のとおりであります。

①基礎化学品事業部門

無機製品につきましては、か性ソーダは、一部品目の製造中止に伴う販売数量の減少と市況悪化に伴う販売価

格の低下により、前年同期に比べ減収となりました。塩酸は、価格修正効果により、前年同期に比べ増収となり

ました。

有機製品につきましては、トリクロールエチレンおよびパークロールエチレンは、販売価格の低下はあったも

のの販売数量の増加により、前年同期に比べ増収となりました。

以上の結果、基礎化学品事業部門の売上高は、60億1百万円となり、前年同期に比べ3億36百万円、5.3％の減少

となりました。営業損益につきましては、売上高の減少により、営業損失5億21百万円となりました（前年同期は

営業損失31百万円）。

②精密化学品事業部門

半導体用特殊ガス類につきましては、三フッ化窒素、六フッ化タングステンおよびヘキサフルオロ-1,3-ブタジ

エンは、販売数量の増加により、前年同期に比べ増収となりました。

電池材料につきましては、六フッ化リン酸リチウムは、販売数量の減少と販売価格の低下により、前年同期に

比べ減収となりました。ライセンス契約に基づき受領した技術支援料は、前年同期に比べ減収となりました。

以上の結果、精密化学品事業部門の売上高は、370億52百万円となり、前年同期に比べ22億79百万円、5.8％の

減少となりました。営業損益につきましては、営業利益25億7百万円となりました（前年同期は主に電池材料にお

ける売上原価の高止まりと棚卸資産評価損の計上により、営業損失13億17百万円）。

③鉄系事業部門

複写機・プリンターの現像剤用であるキャリヤーは、販売数量の増加により、前年同期に比べ増収となりまし

た。鉄酸化物は、着色剤の販売減少により、前年同期に比べ減収となりました。

以上の結果、鉄系事業部門の売上高は、17億50百万円となり、前年同期に比べ4億83百万円、38.2％の増加とな

りました。営業損益につきましては、営業利益2億77百万円となり、前年同期に比べ1億81百万円、188.5％の増加

となりました。

④商事事業部門

商事事業につきましては、化学工業薬品の販売減少により、前年同期に比べ減収となりました。

以上の結果、商事事業部門の売上高は、4億94百万円となり、前年同期に比べ30百万円、5.7％の減少となりま

した。営業損益につきましては、営業利益92百万円となり、前年同期に比べ51百万円、35.8％の減少となりまし

た。
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⑤設備事業部門

化学設備プラントおよび一般産業用プラント建設の売上高は、請負工事の減少により、前年同期に比べ減収と

なりました。

以上の結果、設備事業部門の売上高は、13億21百万円となり、前年同期に比べ2億68百万円、16.9％の減少とな

りました。営業損益につきましては、営業利益2億56百万円となり、前年同期に比べ2億69百万円、51.3％の減少

となりました。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末の資産は、現金及び預金、流動資産その他や投資有価証券が減少した一方、有形固

定資産や受取手形、売掛金及び契約資産が増加したことなどから、前連結会計年度末に比べ5億84百万円増加し、

1,258億87百万円となりました。

負債は、電子記録債務、未払法人税等や借入金が増加した一方、流動負債その他が減少したことなどから3億21百

万円減少し、594億2百万円となりました。

純資産は、利益剰余金が増加したことなどから9億5百万円増加し、664億84百万円となりました。自己資本比率

は、前連結会計年度末の51.1％から51.5％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の通期業績予想につきましては、2024年11月８日付にて公表しました業績予想から変更はありませ

ん。

なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今

後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,409 22,479

受取手形、売掛金及び契約資産 14,835 16,500

電子記録債権 1,292 1,271

商品及び製品 6,943 7,213

仕掛品 6,475 6,343

原材料及び貯蔵品 3,993 4,225

その他 4,359 3,921

貸倒引当金 △41 △30

流動資産合計 63,268 61,924

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,719 12,803

機械装置及び運搬具（純額） 19,767 17,994

建設仮勘定 10,012 14,571

その他（純額） 6,543 6,242

有形固定資産合計 49,042 51,612

無形固定資産 752 643

投資その他の資産

投資有価証券 9,224 8,938

退職給付に係る資産 11 10

繰延税金資産 2,093 2,059

その他 916 707

貸倒引当金 △7 △8

投資その他の資産合計 12,238 11,707

固定資産合計 62,034 63,962

資産合計 125,302 125,887



関東電化工業㈱(4047)2025年3月期 第3四半期決算短信

5

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,287 7,464

電子記録債務 1,021 2,043

短期借入金 5,028 4,899

1年内返済予定の長期借入金 9,022 9,228

未払法人税等 272 1,057

役員賞与引当金 60 22

その他 8,198 5,570

流動負債合計 30,891 30,286

固定負債

長期借入金 26,872 27,153

役員退職慰労引当金 151 154

役員株式給付引当金 33 46

退職給付に係る負債 1,084 1,193

その他 691 569

固定負債合計 28,832 29,116

負債合計 59,724 59,402

純資産の部

株主資本

資本金 2,877 2,877

資本剰余金 1,859 1,859

利益剰余金 52,149 53,156

自己株式 △66 △62

株主資本合計 56,821 57,830

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,939 3,836

為替換算調整勘定 2,402 2,435

退職給付に係る調整累計額 843 791

その他の包括利益累計額合計 7,185 7,063

非支配株主持分 1,572 1,589

純資産合計 65,578 66,484

負債純資産合計 125,302 125,887
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 49,051 46,621

売上原価 42,846 36,791

売上総利益 6,205 9,829

販売費及び一般管理費 6,816 7,223

営業利益又は営業損失（△） △611 2,606

営業外収益

受取利息 42 32

受取配当金 254 434

為替差益 717 240

その他 239 252

営業外収益合計 1,255 960

営業外費用

支払利息 357 322

デリバティブ評価損 136 86

その他 124 76

営業外費用合計 618 485

経常利益 24 3,081

特別利益

投資有価証券売却益 580 434

特別利益合計 580 434

特別損失

固定資産除却損 193 77

環境対策費 - 300

特別損失合計 193 377

税金等調整前四半期純利益 411 3,138

法人税等 6 1,155

四半期純利益 405 1,982

非支配株主に帰属する四半期純利益 178 113

親会社株主に帰属する四半期純利益 226 1,869
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 405 1,982

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 615 △172

為替換算調整勘定 1,122 36

退職給付に係る調整額 △12 △51

その他の包括利益合計 1,725 △187

四半期包括利益 2,130 1,795

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,899 1,747

非支配株主に係る四半期包括利益 231 48
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。但し、見積実効税率を用い

て税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によって計算し

ております。

（セグメント情報）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２
基礎化学品

事業

精密化学品

事業
鉄系事業 商事事業 設備事業 計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 6,338 39,331 1,266 524 1,589 49,051 － 49,051

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 1,079 3,023 4,103 △4,103 －

計 6,338 39,331 1,266 1,604 4,612 53,154 △4,103 49,051

セグメント利益又は損失
（△）

△31 △1,317 96 144 525 △582 △29 △611

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△29百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っておりま

す。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２
基礎化学品

事業

精密化学品

事業
鉄系事業 商事事業 設備事業 計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 6,001 37,052 1,750 494 1,321 46,621 － 46,621

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 0 815 1,943 2,758 △2,758 －

計 6,001 37,052 1,750 1,309 3,265 49,380 △2,758 46,621

セグメント利益又は損失
（△）

△521 2,507 277 92 256 2,612 △6 2,606

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△6百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っておりま

す。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 6,230百万円 6,126百万円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月14日

関東電化工業株式会社

取締役会 御中

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 櫛 田 達 也

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 中 野 強

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている関東電化工業株式会社の2024年４月１日から2025年

３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2024年10月１日から2024年12月31日まで)及び第３四半期連結

累計期間(2024年４月１日から2025年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準(ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。)に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準(ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載

の省略が適用されている。)に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要

な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含

まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準(ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に

定める記載の省略が適用されている。)に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示

する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準(ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。)に準拠して作成

されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性

が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要

な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又

は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づ

いているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準(ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。)に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められ

ないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(四半期決算短信開示会社)が別途保管しております。

２．XBRL データ及び HTML データは期中レビューの対象には含まれていません。


